
































































































































































































































午前中 お昼 午後 夜
９（金） 準蒲 １４：００戸、￣ 逮夜 ２０：００戸、‐ 初夜
1０（土） １０：００戸、ソ 日中 総おとき １３：３０戸、￣ 逮夜 ２０：００戸、＝ 初夜
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写真３仏間を正面から見た様子
１０：０３頃、僧たちが入ってきて読経が始まった。後ろの方の門徒さんたちはまだザワザワ
していたが、しばらくしてメインの仏壇の正面に座る「ご導師さん」が独唱し始めると、静
かになった｡僧の数は13名で､仏間に９名、その手前の－段低くなっているところに４名が
着席していた（図1)。仏間の方の９名は加賀市の各寺のご住職で、色つきの袈裟を着用して
いた。導師も毎回他の寺から招かれており、今回は條性寺のご住職であった。－段低いとこ
ろの４名はお役僧さんで黒袈裟を着用し、鐘を鳴らすなどをしていた。お経は正信偶とご恩
徳（オンドク）を全員で唱和した。正信偶の時には多くの人がオレンジ色の「在家勤行集」
を開いていた。お経の終わりの方にはまた導師さんが独唱していたが、その時周囲の僧たち
が唱和しながら勤行集を額や胸にあてるような動作をしていたことが印象的だった。最後は
「なんまんだぶ、なんまんだぶ」で締められた。ご導師さんはお辞儀などいくつか動作をし
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た後一番に退室し、その後はご導師さんに近い席に座っていた色つき袈裟のお坊さんが左右
向かい合った２人ずつ順番に退室していた。色つき袈裟のお坊さんたちは左右の後ろにあっ
た小さめのお仏壇にお辞儀をしてから退室した。次に少し離れて座っていた徳性寺のご住職
が同じように退室、手前に座っていたお役僧さんたちは最後に退室した。お役僧さんたちは
退室する前に黒板などを横から持ってきて、法話のための準備をした。
これが１０:３０くらいで、お役僧さんたちが準備を始めたのと同時くらいに、外からカラー
の棒つきザル（写真４．５）を持った人が２～３人入ってきて、御明志を集めに回った。近く
にいた方に聞いたところ、御明志の額は200円が相場と決まっているようであり、門徒さん
たちは!潰れた様子で小銭をザルに入れていた。
;てZiIiiiZ二i1TZiliRi二二二丁……￣EiIiiE二二T(IIiiiiZijil
◎
。
◎
加賀市の各お寺の
ご住職
（色つき袈裟）
お仏壇◎
逗室ﾌﾟｰ◎二三ｓ
。 ◎○
◎４-三三1コ」-：，、 徳性寺ご住職
己ぐF正真可
。
Ｐ￣Ｆ１
。◎｡お役僧さん（黒袈裟）
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
図12007年11月１０日午前中読経時の様子
御明志を集め終わってからも少し休憩時間が続き、門徒さんたちは世間話に花を咲かせて
いた。その後、徳性寺のご住職からの簡単な挨拶があり、法話の開始が告げられた。條生寺
のご住職が出てこられ、お取り越しの報恩講の短い説明、そして礼賛文をﾛ昌えてから、法話
が始まった。まずは雑談・最近の世の中の様子の話から始まり、それが次第に浄土真宗の教
えに結び付けられるという構成で、とても聴きやすく分かりやすいものであった。
大まかな内容は、まずこの物に溢れた世の中で「衣食足りて礼節を知る」ということは本
当ではないということ、どんなに傍から見て幸せそうに見えても皆同じように色々なことで
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苦しむ日々を送っていること、本当の幸せとは財産・健康など浮き沈みのある部分ではない
根っこの部分であるということ……などだった。阿弥陀如来はいつも側で支えてくれる存
在で、南無阿弥陀仏と唱えることはその存在に気づくための行為であること、今生の幸せで
はなく後生に浄土に生まれる、と思って生きるということ……といった内容も、丁寧に繰
り返し話された。門徒さんたち（特におばあちゃん達）は「うんうん」と相槌を打ちながら
一生懸命話を聞いている様子だった。最後の方では、ところどころウトウトしている人も見
られた。
(左）写真４棒つきのザルがお堂の外の廊下の壁にかけられているところ
(右）写真５御明志を集めている様子
法話の合間にも５分ほどの小休止･御明志集めがあり､その後12時頃まで話が続いたあと、
また礼賛文という短い歌、「恩徳讃（オンドクサン)」の順に唱和して、法話が終わった。
その後にはお斎（おとき）をいただいた。この日は中日であったため「総おとき」と呼ば
れる特別な昼食時間があり、在所の門徒の女性によって用意された食事を参加者全員でいた
だく。メニューは大体決まっており、お汁・赤ずいき（里芋の茎）の酢のもの・豆・コンニ
ャク・煮物である（写真６．７)。中でも赤芋茎の酢子はこの地域ならではのものであるとい
う。そしてお汁もこの日は特別で、「あずき汁」なるものが用意される。お汁粉に豆腐が浮か
んでいるような見た目で甘いのだろうかと思ったが、実際にはお味噌汁にすり潰した小豆が
入っているような味で、甘くはなく驚いた。このあずき汁はお取り越しの報恩講でしか作ら
れない特別メニューだが、在所の方でも苦手な人もいるらしく、かぶらの入った普通のお味
噌汁も用意される。これを「－豆二かぶら」と言うそうである。
席に着くと、ご住職が大きめのとつくりを持ち、門徒の方一人ずつにお酒を注いで回って
いた。ご飯をいただいている間にも、在所の女`性達が「おかわりはいかがですか？」「お茶は
どうですか？」と忙しく働いていらした。また大mに白菜のお漬物があり、それを持ってき
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てくれたりもした。女性陣は前の晩から７０～100人分の食事を用意する（当日の朝は８時半
から集まって準備）ということで、調理場に設置されたマイクを通して法話を聞いたりして
いたそうである。
匹巧
(左）写真６報恩講用のおとき
メニューは、赤芋茎（ずいき）の酢子・豆・煮物・おつゆ・コンニャク。
(右）写真７あずき汁
手前のあずき汁は､報,恩講の時にしか作られないメニュー。苦手な人のためにかぶら汁と２種類用
意される。
おときを済ませたら、午後からの部が始まった。お坊さんたちの配置が午前（図１）とは
少しだけ違い、徳性寺のご住職もお仏壇の左側の列に入っておられた。今回は最初に、親鶯
聖人を称える内容の文章である「報恩講私記（私記文)」が読まれた。これは親鶯聖人の三十
三回忌に覚如上人によって書かれたもので、報恩講の時にだけ読まれることがあるそうだ。
そして特徴的だったのは、おそらくこのシキの和讃の時だったと思うが、導師以外の住職た
ちが－人ずつ順番に立ち上がったり全員で立ち上がったりという動作をしながら、読む場面
があったことである。その後には＋二札の節で正信偶を唱えていた。そして御明志を集めた
後、同じように法話が行われた。法話の内容は、シキに書かれた内容についてや､やはり「南
無阿弥陀仏」と仏様の名前を唱えることについてのお話であった。最後は午前の部と同じよ
うに恩徳讃を皆で唱和して終えた。
最後に、門徒の方々に伺ったお話などについて、以上に書ききれなかった分を少しまとめ
てみる。
まず、参加者の方はどのくらいの距離から来ていらっしゃるのかということについて、で
ある。午前、法話が始まる前の小休止の際にお話を聞けた方は福井から来られたそうであっ
た。しかし、その方は徳`性寺のご住職の親類の方らしく、福井くらい遠くから来られる方は
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そうそういないということであった。大抵は山中・大聖寺の手前の方から参加される門徒の
人がほとんどだそうだ。実際、お堂の壁面に貼ってある御明志の額が書かれた紙にはところ
どころ出身町名も書かれていたが、見渡したところ大体が近辺であるように思われた。
次に、宝物についてである。これは数人の門徒さんから「拝んで帰りなさい」と教えてい
ただいたのだが、蓮如上人の杖や文字の掛け軸など、パンフレットに載っていた宝物が無料
で拝観できるようになっていた。お堂の隣の廊下の壁の一部が収納スペースになっており、
観音開きの戸が開くようになっているのだが、このご開帳は滅多にされないらしい。写真撮
影は禁止されていた。
また、門徒さんの間で組合らしきものが存在するという話も聞いた。浄士真宗のお西派で
ある方々が組合を作り、自分の檀那寺以外のお寺の報恩講も11頂番に回っていくそうで、「来週
（11月）１５日にはバスをチャーターして金沢にも行く」というお話も聞いた。お坊さんの側
では、條生寺のご住職もいくつか報恩講に出るようなことをおっしゃっていたし、また１２
月には門徒の各家を回る「お回り」報恩講があるので忙しいようだが、門徒さんもこの時期
は互いに行き来するので大変なようである。
最後に、お経についてもお話を聞くことができた。正信偶には３つの節があり、それぞれ
草譜（ソウフ）・行譜（ギョウフル＋二礼（ジュウニライ）と呼ばれている。草譜の方が行
譜よりも新しく、＋二札はそれらとは少し変わった形式であるようだ。午後の部の読経時に
十二礼を聞くことができたが、十二礼というのは「故我頂禮弥陀尊（ゴーガーチョーライミ
ーダーソン)」という言葉が合い問に１２回唱えられることからそう呼ばれるのだそうだ。７
音・７音の１４音でひとつの節で、「ララララララソ・ソソソソソララJ」とい
う音階が基本形となって繰り返されていたようである。（この時私は勤行集を借りて､それを
見ながら聴くことができたのだが、漢字の隣に引いてある上中下の短い線が音の高低を表し
ているようで、上からラ・ソ・ミの音であるように感じた)。門徒の人が唱和することができ
るのはこの正信偶や阿弥陀経で、特に正信偶は８割の人が覚えているそうだ。
これらの話はお講の合い問の小休止の際や、お斎を食べる前後に教えていただいた。その
時間帯は門徒の方同士でもコミュニケーションの時間のようで、多くの人が「久しぶり！元
気にしとった？」などと会話をしていたように思われる。そしてそのような和やかな雰囲気
のまま、午後の部を終えてみんな一旦帰っていった。
5．考察
ここまでで、お寺で行われている行事とその実際の例について記述してきた。実際に報恩
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講に参加させていただいてまず感じたことは、「宗教行事」というお堅い言葉で表される集ま
りというよりもまるで親族一同が集まるお正月の場のような空気を持っている、ということ
である。熱心にお坊さんの話を聞き信心深く手を合わせてはいても、遅れてきたおばあちゃ
んの体を気遣ったり席を譲ったり、また時々ウトウ卜しても許される余地がある。それらを
許す温かい空気が流れているのである。休憩時間には互いに世間話に花を咲かせ、調理場で
は役割分担をしてご飯を作る。お講や例会のときには、菅谷のほとんど全ての家の人が徳性
寺に集まる。定期的にこのような場が設けられていることは、地域の人々の繋がりを確実に
強めている。そしてここで見落としてはならないのは、それを引っ張る徳`性寺という寺の存
在があるということだ。現在でも定期的にお講が行われているというのは珍しいことである
という話も耳にしたし、実際昔より縮小してしまった行事もあるが、確かに毎月何らかの仏
教行事が行われているというのは珍しいことである。それを絶やすことなく行うというだけ
でなく、共同お講やラジオ体操の後の正信偶の練習などの独自の行事も積極的に行われてい
る。これはもはや単なる宗教行事に留まらず、より地域に密着した行事となっている。夏休
みの早朝、ラジオ体操の後には仏教婦人会のメンバーから子供たちに正信偶が教えられる。
これはラジオ体操という、子どもたちだけの集まりの場の延長ではあるが、子供たちと婦人
会のメンバーのふれあいの場でもある。同世代同士だけの繋がりではなく、家族以外の大人
とも触れ合える機会を持てる地域のコミュニケーションはおそらく、核家族化・少子高齢化
が叫ばれる現代においては貴重なものだ。徳性寺はそういう意味では地域の活性化にも一役
かっているのではないかと考える。また、比較的中高年齢の参加者が多いお講の場も、同じ
ような働きをしているはずである。定期的に顔を合わせる機会が設けられていることは、互
いへの関心へ繋がり、きっと現代問題のひとつとなっている孤独死のようなケースは起こり
にくいのではないだろうか。
またこれらの行事は、Ⅳやインターネットなどのメディアが普及している現代において
も、少なからず娯楽的な要素をも含んでいると考える。お講の時に法話を話されるお坊さん
は、とても巧みな話術を持っている。私のように浄土真宗の知識が乏しい者にも分かりやす
く、随所に時事ネタや軽い冗談話を折り込んである法話は、例え昔ほどの娯楽としての機能
は失ってしまっていたとしても、おばあちゃんやおじいちゃんにとってはまだ充分に楽しん
で聴けるものではないだろうか。Ｗやインターネットと違うのは、コール＆レスポンスが
可能な点である。お坊さんは参加者全員を見渡しながら話を進め、おばあちゃんたちはそれ
に応えるようにうんうんと頷く。その場にいる全員が共有できる娯楽という点ではこれも大
事なコミュニケーションのひとつである。
以上のようなことから見ると、報恩講が最初に記述した「ホンコサン」のようにどこか愛
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着の込もった響きで呼ばれ地域の行事として人々に親しまれているというのも、自然なこと
であるように思えてくる。若い世代の地域離れなどの問題があることも決して否定はできな
いだろうが、しかし徳性寺を中心として菅谷町は深く結びついていることも事実であるはず
である。単に信仰や'惰性の儀式で終わらない何か、それは実際に参加して初めて感じられた
ことであるが、そういうものがこれからも、少しずつ形を変えながらでも残っていくことは
やはり大切である。
6．おわりに
今回の調査実習では文献の紙の上からは感じられない人々の温かさに数多く触れる機会で
もあった。京都の片田舎育ちの私にとって、お講こそ参加したことはなかったものの地域の
人々とのふれあいの場というのはどこか'腰かしぐ、そしてやはり温かく感じられた。この報
告書を作成することができたのは、温かく迎えてくださった西谷の皆様、そして徳性寺のご
住職のご好意のおかげである。最後になってしまったが、本当に町全体を通して他所者の私
たちにもあたたかく親切にしてくださった皆様に、深い感謝の意を示したい。
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